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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、13～15世紀のアイヌ文化の状況を明らかにすることである。この時期は、
近世のアイヌ文化の成立期であるが、文献史料と考古学資料が少ないため、状況がわかっていない。そのため、漢語・
満洲語・日本語史料の調査を行うと同時に、遺物の成分分析や年代測定、それに遺跡の電磁探査など、さまざまな分析
方法で情報を収集した。
その結果、14～15世紀の北海道でカリ石灰ガラスのガラス玉が発見された。本州でほとんどガラス玉が出土しないので
、アムール河下流域からの玉と考えられる。この時期は、元・明朝がアムール河下流域に進出した時期に重なるので、
北方からの影響が強くアイヌに及んだことが推定できる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the status of the Ainu culture of 13-15 
century. This period is the establishment phase of the early modern Ainu culture. With little historical 
sources and archaeological materials, we have not had enough knowledge about the situation of that time. 
Therefore, we searched Chinese, Manchu and Japanese historical sources. And we have collected the 
information from archaeological materials in a variety of analytical method, for example chemical 
analysis, radiocarbon dating and electromagnetic exploration of ruins.
As a result, the glass beads made by potash lime glass were excavated from the sites of Hokkaido in 14-15 
century. The glass beads made in the same period are hardly excavated in Honshu, so it is considered that 
the glass beads were carried from the lower Amur Basin. This time, the influence of the Yuan and Ming 
Dynasty had entered the lower Amur Basin, we can estimate the effect of the north area ranged strongly 
Ainu people.

研究分野：東洋史
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１．研究開始当初の背景 
近年のアイヌ史・アイヌ文化の研究では、
交易を重視する傾向が強い。かつてはアイヌ
社会が自給自足社会であるとの前提から、交
易を軽視する傾向があった。1980 年代の後
半以降、交易や文化接触によるアイヌ文化の
変容が注目されるようになった。一方、元・
明・清代の中国語・満洲語史料の利用が進み、
アムール河下流域・サハリン島を経由した交
易とその交易品である蝦夷錦の存在が広く
知られるようになった。このような遠隔地交
易の存在は、アイヌ社会にどのような変化を
もたらしたのか。しかし 13～15 世紀のアイ
ヌ社会の状況が不明なため、この疑問に対す
る答えはまだ見いだされていない。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、13～15 世紀のアイヌ文
化の状況を明らかにすることである。擦文文
化が終末を迎えるまでは考古学情報が存在
し、日本語史料が多く残される近世以降は文
献史料によってアイヌ文化の状況を知るこ
とができる。しかし、12世紀ないしは 13世
紀初頭に擦文文化が終末を迎えると、考古学
資料も文献史料も極端に少ない時期が続く
ことになる。13～15 世紀は、近世アイヌ文
化の成立期であるにもかかわらず、その状況
がほとんどわからない空白の時代とされて
いる。 
この問題を解決するため、中国語・満洲
語・日本語史料の網羅的な調査を行った。そ
れと同時に、遺物の成分分析や年代測定、そ
れに遺跡の電磁探査など、さまざまな分析方
法で、既存の考古学資料から新たな情報を収
集することを試みた。この二つの方法を利用
することになって、アイヌ文化の空白期を明
らかにすることをめざした。 
 
３．研究の方法 
(1)文献史料の調査 
 『国朝文類』『明実録』などの元・明代の
中国語史料の調査、謝遂『職貢図』などの満
洲語の調査、および中世・近世の日本語史料
の調査を行った。 
 
(2)考古学情報の収集と遺物等の分析 
 擦文文化期を中心とする考古学情報の収
集、および遺蹟の電磁気探査、ガラス玉や金
糸・銀糸などの成分分析、青銅製品の錆（緑
青）などこれまで対象にされてこなかった資
料を用いた放射性炭素年代測定などを実施
した。 
 
４．研究成果 
(1) 未発掘の遺跡の電磁気探査 
史跡上之国勝山館跡･夷王山の中世墳墓群
(約 650 基)で、レーダ･磁気探査を行い、火
葬墓や鉄製遺物を示唆する反応が得られた。
現地の斜面ではレーダ探査は難しく、広範囲
での磁気探査では、6基で磁気異常を認めた。

アイヌ墓は鉄鍋･刀等の副葬があることが多
く、今後、レーダ探査で詳細を検討する必要
がある。 
新ひだか町の国指定史跡“シベチャリ川流
域チャシ跡群”でレーダ探査を行った。シベ
チャリチャシ跡では、主体部で現存の壕に沿
う反射や周辺部の埋没壕の反応が得られ、 
シベチャリチャシの範囲は従来説より広く、
複数壕を持つ堅牢な砦と示された。ホイナシ
リチャシ跡でも主体部の遺構や埋没壕の反
応が得られた。 
 
(2)北海道から出土したガラス玉の成分分析 
北海道内出土のガラス玉資料は、ここ 10
数年の調査で急激に数が増え、本研究による
分析によって、北海道におけるガラスの変遷
が明らかになってきた。 
本州の弥生文化から古墳文化の時期に相
当する続縄文文化期に、北海道へもガラス玉
が流入し、カリガラスの淡青色と紺色のガラ
ス玉、植物灰ガラスの濃紺の玉などが出土す
る。中世に相当する 14・15 世紀には、本州
でほとんどガラス玉が出土しないのに対し、
北海道では急激に出土数が増加する。そのほ
とんどがカリ石灰ガラスであり、大陸の玉と
の関係が考えられることから、この時期の玉
を手懸りとして北海道のガラス玉の変遷を
流通面からも追及することが可能である。 
 
(3)北海道に伝世した蝦夷錦の金糸・銀糸の
分析 
 北海道に伝来する蝦夷錦に使用されてい
る金属糸の材質調査を行った。調査資料は茶
地、紺地、赤地蝦夷錦の端布、蝦夷錦の薙刀
袋、袱紗などに使用されている金属糸 10 点
とした。調査内容はマイクロスコープを用い
た拡大観察および、蛍光 X線分析による組成
分析である。その結果、紙の片面に銀箔を貼
り付けて細く裁断した平銀糸や、紙の片面に
金箔を貼り付けて細く裁断した平金糸、芯糸
に平銀糸が螺旋状に巻かれた撚銀糸や、芯糸
に平金糸が螺旋状に巻かれた撚金糸などが
確認された。また、金箔や銀箔が剥がれた箇
所は赤色を呈しているものもあり、組成分析
の結果、鉄(Fe)が検出されたことから、紙に
ベンガラなどの赤い顔料を塗り、その上に金
属箔を貼り付けて製作された可能性が推察
された。 
 
(4)北海道の出土銭貨の調査と成分分析 
アイヌ社会にどの様に銭貨が需要される
のか、特にその流入ルートの解明に力を注い
だ。 
海外で行った調査では、サハリン島および
沿海州から出土する銭貨の様相を把握する
ことに努めた。その結果、北海道で発見され
る大銭がサハリンからもたらされたことを
突き止めた。また北海道では、根室市のコタ
ンケシ遺跡出土の銭貨を調査し、永楽通寳の
存在などから本州からもたらされたものと



推測した。 
北海道の銭貨は、複数の流入ルートが想定
できるが、成分分析からも本州から持ち込ま
れた資料が多いと推定される。 
 
(5)北海道から出土した青銅製品の錆の年代
測定調査 
北海道伊達市有珠オヤコツ遺跡からは、３
枚の青銅製の鐔（No.1-3）が出土している。
本研究においては、その年代を特定するため
に 14Ｃ年代測定を試みた。一つ目の資料は鐔
No.3 の直下から出土した植物片である。測定
結果は、313±18[BP]であり、これは較正暦
年代に換算すると1521～1641[cal AD]に相当
する。近年、青銅器の表面に発生した緑青の
14Ｃ年代測定法が開発されつつある。そこで、
鐔 No.2 の裏面および鐔 No.3 の表面より採取
された緑青についても測定を行った。結果は、
369±20[BP]であり、1462～1617[cal AD]の
較正暦年代に相当し、植物片の結果とよく一
致するものであった。また、鐔 No.1 の裏面
より採取された緑青についても測定を実施
した。結果は、1163±21[BP]であり、779～
936[cal AD]に相当する。この年代は、他の 2
資料より古い値を示している。その原因の詳
細については不明であるが、土壌等の不純物
の影響などが考えられる。 
 
(6)擦文文化を中心とする北海道の出土資料
と交易との関係の調査 
 須恵器の壺が特異な状況で出土した石狩
低地帯の擦文文化期の事例を取りまとめ、同
地域の人々と青森県域以南の人々とは９世
紀前葉頃から稀少な須恵器や文字ないし記
号に対する意識が異なっていた可能性のあ
ることを明らかにした。また恵庭市域におけ
る擦文文化期の集落の変遷を河川の流域ご
とに分析し、遺構の形態の変化や遺物の出土
状況等に在地の人々がアイヌ文化期につな
がる生活様式を選択していく過程がうかが
われることが明らかとなった。 
つぎに奥州藤原氏の権勢をささえた莫大
な金がアイヌの採取した北海道産を含んで
いた可能性を論じるため、北海道と東北地方
の砂金をサンプリングして微量元素の差異
を明らかにする作業を行った。北海道砂金史
研究会の協力を得ながら北海道内 17 ヶ所の
砂金サンプルを入手するとともに、福島・山
形・宮城・岩手各県の計 4ヶ所の砂金サンプ
ルを入手し、函館高専において化学分析を実
施し今度の調査のバックデータを構築した。 
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